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財
産
の
取
得
（
４
件
）

▼
災
害
対
策
用
車
両

　
断
水
時
の
ト
イ
レ
利
用
や
被
災
地
へ

の
物
資
、
人
員
の
運
搬
な
ど
多
用
途
機

能
を
有
し
た
車
両

　
契
約
金
額
 

１
１
３
５
万
６
４
０
０
円

　
契
約
の
相
手
方

株
式
会
社 

ト
イ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

▼
新
庁
舎
議
場
・
会
議
室
用
什
器

　
契
約
金
額
 

２
４
７
５
万
円

　
契
約
の
相
手
方有

限
会
社 

ワ
カ
マ
ツ
ヤ

▼
新
庁
舎
木
製
家
具

　
契
約
金
額
 

２
８
６
０
万
円

　
契
約
の
相
手
方

東
濃
ひ
の
き
と
白
川
の
家
　
　
　
　

建
築
協
同
組
合

▼
第
２
期
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
端
末

　
経
年
劣
化
の
著
し
い
町
内
小
中
学
校

の
教
育
用
端
末
を
県
内
市
町
村
の
共
同

調
達
に
よ
り
更
新

　
契
約
金
額
 

２
０
８
７
万
４
６
５
６
円

　
契
約
の
相
手
方

教
育
産
業
株
式
会
社
・
　
　
　
　
　

株
式
会
社
内
田
洋
行
共
同
企
業
体

人
事
案
件
（
１
件
）

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
を

選
任

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
と

し
て
、
板
橋
成
行
氏
（
黒
川
）
が
新
任

で
選
任
さ
れ
、
議
会
の
同
意
を
得
ま
し

た
。

　
同
委
員
会
は
、
固
定
資
産
税
の
評
価

に
不
服
が
あ
る
場
合
に
、
公
平
・
中
立

な
立
場
で
審
査
を
行
う
第
三
者
機
関
で

す
。
任
期
は
３
年
で
す
。

そ
の
他
（
１
件
）

▼
刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規
定
の
改
正
を

求
め
る
意
見
書

　
議
員
発
議
に
よ
る
「
刑
事
訴
訟
法
の

再
審
規
定
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書
」

を
全
会
一
致
で
可
決
し
、
衆
議
院
議

長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、

法
務
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
宛
に
提
出

し
ま
し
た
。

　
こ
の
意
見
書
は
、
い
わ
ゆ
る
「
袴
田

補
正
予
算
･
人
事
案
件
な
ど

14
の
議
案
を
可
決

第２回定例会
　
町
議
会
第
２
回
定
例
会
を
、
６
月
12
日

と
13
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
し

ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
４
人
の
議
員
が
一

般
質
問
を
行
い
、
町
政
の
課
題
等
に
つ

い
て
質
問
し
た
ほ
か
、
町
長
提
出
の
13

議
案
と
議
員
提
出
の
１
つ
の
議
案
を
慎

重
に
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　
そ
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

専
決
処
分
の
承
認
（
３
件
）

▼
白
川
町
税
条
例
の
一
部
改
正

▼
白
川
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正

　
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
所
要
の
改

正▼
令
和
６
年
度
白
川
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
８
号
）

　
１
億
７
０
０
０
万
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
79
億
８
０
０
０
万
円
と
す

る
。

条
例
の
一
部
改
正
（
２
件
）

▼
白
川
町
非
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
選
挙
長
等
の

報
酬
額
が
改
定
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
改

正▼
白
川
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
及
び
白
川
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
育
児
時
間
の

多
様
化
と
、
育
児
に
係
る
両
立
支
援
制

度
を
利
用
し
や
す
い
勤
務
環
境
の
整
備

を
図
る
た
め
の
改
正

工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
１
件
）

▼
飛
騨
川
流
域
簡
易
水
道
下
油
井
地
内

配
水
管
布
設
替
工
事

　
契
約
金
額
 

６
４
５
７
万
円

　
契
約
の
相
手
方

　
　
　
　
　
大
脇
建
設 

株
式
会
社

事
件
」
な
ど
、
再
審
無
罪
と
な
っ
た
え

ん
罪
事
件
を
契
機
と
し
て
、
再
審
の
開

始
決
定
に
対
す
る
検
察
官
の
不
服
申
立

て
（
即
時
抗
告
）
に
よ
っ
て
再
審
開
始

が
著
し
く
遅
れ
る
な
ど
、
現
行
制
度
の

課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
受

け
、
再
審
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
法

改
正
を
求
め
た
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
え
ん
罪
に
よ
っ
て
人
生

を
奪
わ
れ
た
被
害
者
の
救
済
と
、
国
民

の
基
本
的
人
権
の
保
障
と
い
う
観
点
か

ら
、
再
審
制
度
が
迅
速
か
つ
公
平
に
運

用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
、
本
意

見
書
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
一
般
会
計

で
２
５
０
０
万
円
を
追
加
し
て
、
補
正

後
の
総
額
を
83
億
２
５
０
０
万
円
に
、

簡
易
水
道
事
業
会
計
で
１
５
０
０
万
円

を
追
加
し
ま
し
た
。

　
そ
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

追
加
さ
れ
た
主
な
も
の

（
一
般
会
計
）

▼
総
務
費

・
人
材
循
環
型
モ
デ
ル
創
出
事
業
委
託

料
 

６
０
万
円

▼
衛
生
費

・
簡
易
水
道
事
業
会
計
繰
出
金
 

７
７
０
万
円

▼
農
林
水
産
業
費

・
養
鯉
業
の
継
承
と
広
報
活
動
を
担
う

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に
か
か
る
経

費
 

２
６
１
万
円

・
新
規
就
農
者
の
初
期
投
資
促
進
事
業

補
助
金
 

３
０
３
万
円

・
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
整
備
事
業

補
助
金
 

１
２
０
万
円

・
元
気
な
農
業
産
地
構
造
改
革
支
援
事

業
費
補
助
金
 

９
０
万
円

・
里
山
林
整
備
事
業
の
ウ
ッ
ド
チ
ッ

パ
ー
等
購
入
費
 

２
２
１
万
円

▼
教
育
費

・
教
育
研
究
推
進
事
業
費
の
ふ
る
さ
と

魅
力
体
験
事
業
に
係
る
経
費

 

１
８
万
円

・
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
構
築
業
務
委
託

料
 

６
５
７
万
円

（
簡
易
水
道
事
業
会
計
）

・
塔
洞
線
道
路
改
良
事
業
に
伴
う
配
水

管
布
設
替
工
事
費
 

１
５
０
０
万
円

令
和
7
年
度

　
　  

補
正
予
算

令
和
７
年
　
　
　
　
　

第
２
回
臨
時
会
を
開
催

委
員
長
　 

伊
佐
治
　
優

本
委
員
会
は
、
本
日
、
執
行
部
か
ら

の
説
明
を
受
け
、
慎
重
に
審
査
を
行
っ

た
結
果
、
い
ず
れ
の
会
計
に
つ
い
て

も
、
全
員
の
賛
成
を
も
っ
て
原
案
ど
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

今
回
の
補
正
予
算
に
は
、
簡
易
水
道

事
業
へ
の
繰
出
に
よ
る
飲
料
水
の
安
定

供
給
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
活
用

に
よ
る
養
鯉
業
の
後
継
者
育
成
、
有
機

農
業
に
取
り
組
む
新
規
就
農
者
へ
の
支

援
な
ど
、
地
域
の
担
い
手
確
保
や
産
業

振
興
に
関
わ
る
事
業
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
白
川
茶
の
振
興
に
向
け
た
生

産
者
団
体
へ
の
補
助
の
増
額
や
、
竹
林

整
備
の
た
め
の
ウ
ッ
ド
チ
ッ
パ
ー
導

入
、
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
よ

る
教
育
現
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進
な

ど
、
町
の
特
色
や
将
来
を
見
据
え
た
取

り
組
み
も
含
ま
れ
て
お
り
、
国
・
県
の

制
度
を
活
用
し
つ
つ
、
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
適
切
に
精
査
さ
れ
た
内
容
と
判

断
し
ま
す
。

当
初
予
算
に
加
え
、
補
正
に
盛
り
込

ま
れ
た
事
業
に
つ
い
て
も
迅
速
か
つ
効

果
的
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る

と
と
も
に
、
今
後
も
長
期
的
な
視
点
で

の
計
画
的
な
執
行
に
努
め
ら
れ
る
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
、
予
算
決
算
審
査
常

任
委
員
会
の
議
案
審
査
報
告
と
い
た
し

ま
す
。

　
７
月
９
日
、
第
２
回
臨
時
会
を
開
会

し
ま
し
た
。
会
期
は
１
日
の
み
と
し
、

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
全
員
の
賛
成
を

も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

条
例
の
一
部
改
正
（
１
件
）

▼
白
川
町
議
会
議
員
及
び
白
川
町
長
の

選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例　
公
職
選
挙
法
施
行
令
の
改
正
に
よ
り

選
挙
運
動
に
か
か
る
公
営
費
用
が
改
定

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
こ
れ
に
準
じ
て

町
議
会
議
員
及
び
町
長
の
選
挙
に
お
け

る
当
該
費
用
を
改
定
す
る
た
め
の
改
正

議
案
審
査
報
告（
要
約
）

板橋 成行さん
いたはし まさゆき
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４
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改
正

　
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
選
挙
長
等
の

報
酬
額
が
改
定
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
改

正▼
白
川
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
及
び
白
川
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
育
児
時
間
の

多
様
化
と
、
育
児
に
係
る
両
立
支
援
制

度
を
利
用
し
や
す
い
勤
務
環
境
の
整
備

を
図
る
た
め
の
改
正

工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
１
件
）

▼
飛
騨
川
流
域
簡
易
水
道
下
油
井
地
内

配
水
管
布
設
替
工
事

　
契
約
金
額
 

６
４
５
７
万
円

　
契
約
の
相
手
方

　
　
　
　
　
大
脇
建
設 

株
式
会
社

事
件
」
な
ど
、
再
審
無
罪
と
な
っ
た
え

ん
罪
事
件
を
契
機
と
し
て
、
再
審
の
開

始
決
定
に
対
す
る
検
察
官
の
不
服
申
立

て
（
即
時
抗
告
）
に
よ
っ
て
再
審
開
始

が
著
し
く
遅
れ
る
な
ど
、
現
行
制
度
の

課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
受

け
、
再
審
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
法

改
正
を
求
め
た
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
え
ん
罪
に
よ
っ
て
人
生

を
奪
わ
れ
た
被
害
者
の
救
済
と
、
国
民

の
基
本
的
人
権
の
保
障
と
い
う
観
点
か

ら
、
再
審
制
度
が
迅
速
か
つ
公
平
に
運

用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
、
本
意

見
書
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
一
般
会
計

で
２
５
０
０
万
円
を
追
加
し
て
、
補
正

後
の
総
額
を
83
億
２
５
０
０
万
円
に
、

簡
易
水
道
事
業
会
計
で
１
５
０
０
万
円

を
追
加
し
ま
し
た
。

　
そ
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

追
加
さ
れ
た
主
な
も
の

（
一
般
会
計
）

▼
総
務
費

・
人
材
循
環
型
モ
デ
ル
創
出
事
業
委
託

料
 

６
０
万
円

▼
衛
生
費

・
簡
易
水
道
事
業
会
計
繰
出
金
 

７
７
０
万
円

▼
農
林
水
産
業
費

・
養
鯉
業
の
継
承
と
広
報
活
動
を
担
う

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に
か
か
る
経

費
 

２
６
１
万
円

・
新
規
就
農
者
の
初
期
投
資
促
進
事
業

補
助
金
 

３
０
３
万
円

・
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
整
備
事
業

補
助
金
 

１
２
０
万
円

・
元
気
な
農
業
産
地
構
造
改
革
支
援
事

業
費
補
助
金
 

９
０
万
円

・
里
山
林
整
備
事
業
の
ウ
ッ
ド
チ
ッ

パ
ー
等
購
入
費
 

２
２
１
万
円

▼
教
育
費

・
教
育
研
究
推
進
事
業
費
の
ふ
る
さ
と

魅
力
体
験
事
業
に
係
る
経
費

 

１
８
万
円

・
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
構
築
業
務
委
託

料
 

６
５
７
万
円

（
簡
易
水
道
事
業
会
計
）

・
塔
洞
線
道
路
改
良
事
業
に
伴
う
配
水

管
布
設
替
工
事
費
 

１
５
０
０
万
円

令
和
7
年
度

　
　  

補
正
予
算

令
和
７
年
　
　
　
　
　

第
２
回
臨
時
会
を
開
催

委
員
長
　 

伊
佐
治
　
優

本
委
員
会
は
、
本
日
、
執
行
部
か
ら

の
説
明
を
受
け
、
慎
重
に
審
査
を
行
っ

た
結
果
、
い
ず
れ
の
会
計
に
つ
い
て

も
、
全
員
の
賛
成
を
も
っ
て
原
案
ど
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

今
回
の
補
正
予
算
に
は
、
簡
易
水
道

事
業
へ
の
繰
出
に
よ
る
飲
料
水
の
安
定

供
給
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
活
用

に
よ
る
養
鯉
業
の
後
継
者
育
成
、
有
機

農
業
に
取
り
組
む
新
規
就
農
者
へ
の
支

援
な
ど
、
地
域
の
担
い
手
確
保
や
産
業

振
興
に
関
わ
る
事
業
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
白
川
茶
の
振
興
に
向
け
た
生

産
者
団
体
へ
の
補
助
の
増
額
や
、
竹
林

整
備
の
た
め
の
ウ
ッ
ド
チ
ッ
パ
ー
導

入
、
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
よ

る
教
育
現
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進
な

ど
、
町
の
特
色
や
将
来
を
見
据
え
た
取

り
組
み
も
含
ま
れ
て
お
り
、
国
・
県
の

制
度
を
活
用
し
つ
つ
、
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
適
切
に
精
査
さ
れ
た
内
容
と
判

断
し
ま
す
。

当
初
予
算
に
加
え
、
補
正
に
盛
り
込

ま
れ
た
事
業
に
つ
い
て
も
迅
速
か
つ
効

果
的
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る

と
と
も
に
、
今
後
も
長
期
的
な
視
点
で

の
計
画
的
な
執
行
に
努
め
ら
れ
る
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
、
予
算
決
算
審
査
常

任
委
員
会
の
議
案
審
査
報
告
と
い
た
し

ま
す
。

　
７
月
９
日
、
第
２
回
臨
時
会
を
開
会

し
ま
し
た
。
会
期
は
１
日
の
み
と
し
、

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
全
員
の
賛
成
を

も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

条
例
の
一
部
改
正
（
１
件
）

▼
白
川
町
議
会
議
員
及
び
白
川
町
長
の

選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例　
公
職
選
挙
法
施
行
令
の
改
正
に
よ
り

選
挙
運
動
に
か
か
る
公
営
費
用
が
改
定

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
こ
れ
に
準
じ
て

町
議
会
議
員
及
び
町
長
の
選
挙
に
お
け

る
当
該
費
用
を
改
定
す
る
た
め
の
改
正

議
案
審
査
報
告（
要
約
）

板橋 成行さん
いたはし まさゆき
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は
困
難
で
あ
る
た
め
、
状
況
の
変
化
に

対
応
で
き
る
訓
練
と
人
材
育
成
が
不
可

欠
と
考
え
て
い
る
。

問
　
各
避
難
所
の
備
蓄
状
況
は
ど
の
よ
う

か
。最
低
で
も
１
週
間
分
の
備
蓄
が
必
要

で
は
な
い
か
。

大
岩
総
務
課
長

答
　
町
で
は
、
避
難
所
を
「
短
期
避
難

所
（
１
週
間
程
度
）
」
と
「
中
期
避
難

所
（
４
カ
月
程
度
）
」
の
２
つ
に
分
け

て
整
備
を
進
め
て
い
る
。
現
在
、
す
べ

て
の
避
難
所
分
の
食
料
３
日
分
を
備
蓄

し
て
い
る
が
、
備
蓄
量
を
ど
こ
ま
で
拡

充
す
る
か
は
、
今
後
検
討
し
、
必
要
な

対
応
を
進
め
て
い
く
。

問
　
災
害
発
生
後
、行
政
の
支
援
が
す
ぐ

に
届
か
な
い
事
を
前
提
に
、地
域
で
自
主

的
な
支
援
体
制
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、町
の
支
援
方
針
は
ど
の
よ

う
か
。

大
岩
総
務
課
長

答
　
現
在
、
地
域
ご
と
の
自
主
防
災
組

織
の
強
化
を
重
要
施
策
と
し
て
位
置
づ

け
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
研
修
会
や

資
機
材
の
整
備
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
白
川
町
建
築
物
耐
震
化
促
進
事
業

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

大
岩
総
務
課
長

答
　
令
和
６
年
ま
で
の
20
年
間
で
、
木

造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
延
べ
50
件
実
施

し
て
い
る
が
、
耐
震
改
修
工
事
ま
で
行

わ
れ
た
の
は
４
件
に
と
ど
ま
り
、
極
め

て
低
い
水
準
と
認
識
し
て
い
る
。
補
助

金
の
制
度
は
あ
る
も
の
の
、
自
己
負
担

が
大
き
く
、
高
齢
者
や
単
身
世
帯
に

と
っ
て
は
経
済
的
な
理
由
が
改
修
に
踏

み
切
れ
な
い
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い

る
。

問
　
令
和
６
年
９
月
に
実
施
さ
れ
た
町
民

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
、今
後
ど
の
よ
う
に

政
策
に
反
映
さ
せ
て
い
く
の
か
。

大
岩
総
務
課
長

答
　
１
９
４
件
の
回
答
が
あ
り
、
多
く

の
方
が
耐
震
診
断
に
関
心
を
持
つ
一

方
、
工
事
費
用
が
高
額
で
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
改
修
に
繋
が
ら
な
い
こ
と
が

分
か
っ
た
。
今
後
は
、
効
果
的
な
支
援

制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。

問
　
低
コ
ス
ト
工
法
に
よ
る
木
造
住
宅
の

耐
震
改
修
工
事
の
導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

大
岩
総
務
課
長

答
　
高
知
県
黒
潮
町
の
全
額
公
費
負
担

に
よ
る
耐
震
改
修
制
度
は
、
住
民
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
し
、
耐
震
化
率
を
高

め
る
う
え
で
有
効
な
取
り
組
み
で
あ

り
、
町
と
し
て
も
参
考
に
す
べ
き
事
例

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
特
に
、
対

象
者
が
申
請
し
や
す
く
、
制
度
の
運
用

面
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
今
後

は
、
国
や
県
の
支
援
制
度
の
拡
充
を
要

望
し
つ
つ
、
財
源
の
確
保
等
を
踏
ま
え

た
上
で
、
導
入
の
可
能
性
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

安
江
農
林
課
長

答
　
耐
震
改
修
工
事
に
よ
っ
て
木
材
の

消
費
拡
大
に
繋
が
る
こ
と
か
ら
、
森
林

環
境
譲
与
税
の
活
用
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問
　
町
内
に
お
け
る
昭
和
56
年
５
月
31
日

以
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
数
の
調
査
状
況

と
、対
象
世
帯
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
は
ど

の
よ
う
か
。

大
岩
総
務
課
長

答
　
旧
耐
震
基
準
に
よ
る
住
宅
は
２
６

２
８
棟
あ
り
、
耐
震
化
率
は
43
％
と

な
っ
て
い
る
。
大
規
模
地
震
時
に
は
倒

壊
リ
ス
ク
が
高
い
た
め
、
耐
震
化
支
援

制
度
の
案
内
や
、
無
料
耐
震
診
断
の
活

用
促
進
を
進
め
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

問
　
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
や
、家
具
転

倒
防
止
器
具
の
設
置
支
援
に
対
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

大
岩
総
務
課
長

答
　
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

県
の
制
度
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。
家
具
転
倒
防
止
器
具
な
ど

に
つ
い
て
は
、
町
独
自
の
支
援
制
度
は

な
い
が
、
防
災
対
策
を
促
す
意
味
で
啓

発
を
進
め
て
い
く
。

問
　
今
、町
と
し
て
取
り
組
め
る
こ
と
に
つ

い
て
伺
う
。

大
岩
総
務
課
長

答
　
「
安
価
な
耐
震
改
修
工
法
」
に
関

す
る
講
習
会
の
開
催
の
実
施
な
ど
、
県

や
建
築
士
会
な
ど
関
連
団
体
と
連
携

し
、
町
主
催
あ
る
い
は
共
催
で
の
開
催

を
目
指
し
て
い
く
。

問
　
震
度
６
弱
の
地
震
を
想
定
し
た
防
災

計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

大
岩
総
務
課
長

答
　
白
川
町
で
は
、「
白
川
町
地
域
防
災

計
画
」に
基
づ
き
、
阿
寺
断
層
系
に
よ
る

地
震（
震
度
６
強
）を
想
定
し
、
発
災
時

の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
を
目

的
に
、
各
種
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

問
　
各
地
区
の
避
難
計
画
の
策
定
状
況

と
、「
想
定
外
を
想
定
す
る
」柔
軟
な
対
応

方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

大
岩
総
務
課
長

答
　
町
の
地
域
防
災
計
画
を
基
礎
と

し
、
毎
年
、
各
地
区
の
災
害
対
策
連
絡

協
議
会
を
開
き
、
避
難
経
路
・
避
難
場

所
・
危
険
個
所
の
確
認
を
行
っ
て
い

る
。
す
べ
て
を
事
前
に
想
定
す
る
こ
と

問
白
川
町
と
し
て
の
南
海
ト
ラ
フ

地
震
に
備
え
た
取
り
組
み
に
つ

い
て

組
織
と
の
情
報
交
換
や
多
方
面
か
ら
対

応
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
食
糧
危
機
の
時
一
番
強
い
の
は
、

「
種
か
ら
作
物
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
」
。
農
業
を
続
け
て
い
く
た
め
の
サ

ポ
ー
ト
が
一
番
の
要
で
あ
る
。
農
業
を
継

続
す
る
こ
と
こ
そ
が
国
の
安
全
保
障
の
対

策
と
な
る
と
考
え
質
問
す
る
。

　問
　
個
々
の
農
業
者
に
対
し
て
、町
の
支

援
策
は
な
い
か
。

安
江
農
林
課
長

答
　
現
在
、
個
々
の
農
業
者
へ
の
直
接

的
な
支
援
は
行
っ
て
い
な
い
。
中
山
間

地
域
直
接
支
払
交
付
金
の
活
用
や
、
個

人
で
は
農
作
物
被
害
対
策
事
業
や
水
田

活
用
交
付
金
の
活
用
が
考
え
ら
れ
る
。

支
援
制
度
の
導
入
に
は
、
慎
重
な
協
議

が
必
要
で
あ
る
。

　
地
域
住
民
を
守
る
た
め
の
被
害
防
止

策
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

　問
　
被
害
相
談
は
あ
る
か
。長

尾
町
民
課
長

答
　
町
へ
２
件
、
可
茂
県
事
務
所
に
18

件
の
被
害
相
談
が
あ
る
。

問
　
広
報
無
線
以
外
に
行
っ
て
い
る
啓
発

活
動
は
あ
る
か
。

長
尾
町
民
課
長

答
　
現
在
積
極
的
に
は
行
っ
て
い
な
い

た
め
、
広
報
誌
や
チ
ラ
シ
で
注
意
喚
起
を

行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
町
民
の
安
全
安
心

な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
す
ぐ
メ
ー
ル
や

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
通
じ
て
の
情
報
発
信
に
も
努

め
た
い
。

問
　
条
例
な
ど
具
体
的
な
対
策
は
考
え
ら

れ
る
か
。

長
尾
町
民
課
長

答
　
現
在
、町
単
独
の
消
費
者
生
活
セ
ン

タ
ー
の
設
置
は
な
い
た
め
、
条
例
の
制
定

は
考
え
て
い
な
い
。
地
域
全
体
で
見
守
り

の
目
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
訪
問

買
取
に
も
一
部
の
商
品
を
除
き
、
ク
ー
リ

ン
グ
オ
フ
の
適
用
が
可
能
で
あ
る
。
被
害

に
あ
っ
た
場
合
は
、
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
「
１
８
８
」
や
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に

相
談
を
お
願
い
し
た
い
。

　
国
道
41
号
「
上
麻
生
防
災
事
業
」
の

ト
ン
ネ
ル
残
土
に
関
し
て
、
住
民
に
説
明

が
行
わ
れ
た
と
聞
き
、
質
問
す
る
。

問
　
説
明
会
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た

か
。

中
村
建
設
環
境
課
長

答
　
こ
れ
ま
で
に
４
回
、
国
道
事
務
所

と
合
同
で
開
催
し
て
い
る
。
１
回
目
は
、

三
川
自
治
協
議
会
長
・
自
治
会
長
、
山

寄
・
上
田
自
治
会
の
方
を
対
象
に
実
施
。

２
回
目
は
、
笹
平
現
地
に
て
４
世
帯
の
方

を
対
象
に
実
施
。
３
回
目
は
、
林
業
セ
ン

タ
ー
に
て
１
回
目
の
内
容
の
詳
細
説
明
。

４
回
目
は
、
運
搬
ル
ー
ト
予
定
地
の
自
治

会
の
方
を
対
象
に
、
上
田
公
民
館
で
開
催

し
た
。

問
　
こ
の
事
業
は
町
あ
げ
て
の
事
業
で
あ

り
、地
元
だ
け
の
説
明
で
進
む
も
の
で
は

な
い
。説
明
内
容
や
議
事
録
は
公
開
さ
れ

る
か
。

中
村
建
設
環
境
課
長

答
　
今
後
も
、
議
会
へ
の
説
明
や
報
告

を
随
時
行
っ
て
い
く
。
説
明
内
容
等
の
公

開
に
つ
い
て
は
、
国
道
事
務
所
と
相
談
し

て
い
く
。

問
　
説
明
会
参
加
者
の
反
応
は
ど
の
よ
う

か
。

中
村
建
設
環
境
課
長

答
　
事
業
自
体
に
対
す
る
反
対
は
な

か
っ
た
が
、
要
対
策
土
、
農
業
・
生
活

用
水
、
生
活
道
路
へ
の
影
響
を
不
安
視

す
る
声
が
あ
っ
た
。
説
明
会
を
経
て
大

半
の
方
に
は
ご
理
解
い
た
だ
け
た
と
考

え
て
い
る
。

問
　
住
民
へ
の
説
明
は
十
分
と
言
え
る
か
。

中
村
建
設
環
境
課
長

答
　
質
問
に
回
答
し
き
れ
て
な
い
点
も

あ
る
た
め
、
今
後
も
必
要
に
応
じ
て
説

明
し
て
い
く
。

問
　
毎
日
ト
ラ
ッ
ク
が
行
き
交
う
と
聞
く

が
、地
元
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

中
村
建
設
環
境
課
長

答
　
10
ト
ン
ダ
ン
プ
が
、
７
万
㎥
の
残

土
を
約
10
ケ
月
間
運
搬
す
る
計
画
で
、

延
べ
１
日
３
５
０
台
、
１
時
間
あ
た
り

約
44
台
の
走
行
と
な
る
た
め
、
道
路
舗

装
、
す
れ
違
い
、
走
行
音
な
ど
の
影
響

が
考
え
ら
れ
る
。
地
元
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

問
　
残
土
処
理
は
順
調
に
進
む
と
考
え
る

か
。

中
村
建
設
環
境
課
長

答
　
工
事
に
は
長
い
年
月
を
要
す
る

が
、
国
道
事
務
所
と
連
携
し
、
地
域
の

皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
丁

寧
に
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。
　

　
農
林
水
産
省
が
令
和
６
年
４
月
に
施

行
し
た
法
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

問
　
町
や
農
業
委
員
会
で
は
議
論
は
さ
れ

て
い
る
か
。

安
江
農
林
課
長

答
　
話
題
に
は
上
が
っ
て
い
る
が
、
情

報
が
少
な
い
た
め
、
引
き
続
き
情
報
収

集
に
努
め
て
い
く
。

問
　
個
々
の
農
業
を
担
う
対
象
者
は
含
ま

れ
な
い
か
。

安
江
農
林
課
長

答
　
含
ま
れ
な
い
。

問
　
ど
の
程
度
の
規
模
の
組
織
が
対
象
と

な
る
の
か
。

安
江
農
林
課
長

答
　
段
階
は
、
「
平
時
」
「
食
料
供
給

困
難
兆
候
」
「
食
料
供
給
困
難
事
態
」

の
３
段
階
と
な
っ
て
お
り
、
各
段
階
で

措
置
が
講
じ
ら
れ
る
。
発
令
時
に
は
、

一
定
規
模
以
上
の
事
業
者
が
対
象
と
な

る
が
、
具
体
的
な
内
容
は
示
さ
れ
て
い

な
い
。

問
　
こ
の
法
に
注
視
し
、農
家
へ
の
情
報
発

信
を
。

安
江
農
林
課
長

答
　
今
後
も
庁
内
は
も
ち
ろ
ん
、
関
係

問
食
料
供
給
困
難
事
態
対
策
法
の

対
策
に
つ
い
て

問
町
の
農
業
支
援
対
策
に
つ
い
て

問
訪
問
買
取
等
の
被
害
防
止
策
に

つ
い
て

問
国
道
41
号
「
上
麻
生
防
災
事
業
」

の
ト
ン
ネ
ル
残
土
に
つ
い
て

うめだ

梅田みつよ 議員
ふじい ひろゆき

藤井宏之 議員

一般質問の様子
が、You-Tube
（動画配信サイト）
でご覧いただけ
ます。

４
人
の
議
員
が
登
壇

一
般
質
問
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は
困
難
で
あ
る
た
め
、
状
況
の
変
化
に

対
応
で
き
る
訓
練
と
人
材
育
成
が
不
可

欠
と
考
え
て
い
る
。

問
　
各
避
難
所
の
備
蓄
状
況
は
ど
の
よ
う

か
。最
低
で
も
１
週
間
分
の
備
蓄
が
必
要

で
は
な
い
か
。

大
岩
総
務
課
長

答
　
町
で
は
、
避
難
所
を
「
短
期
避
難

所
（
１
週
間
程
度
）
」
と
「
中
期
避
難

所
（
４
カ
月
程
度
）
」
の
２
つ
に
分
け

て
整
備
を
進
め
て
い
る
。
現
在
、
す
べ

て
の
避
難
所
分
の
食
料
３
日
分
を
備
蓄

し
て
い
る
が
、
備
蓄
量
を
ど
こ
ま
で
拡

充
す
る
か
は
、
今
後
検
討
し
、
必
要
な

対
応
を
進
め
て
い
く
。

問
　
災
害
発
生
後
、行
政
の
支
援
が
す
ぐ

に
届
か
な
い
事
を
前
提
に
、地
域
で
自
主

的
な
支
援
体
制
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、町
の
支
援
方
針
は
ど
の
よ

う
か
。

大
岩
総
務
課
長

答
　
現
在
、
地
域
ご
と
の
自
主
防
災
組

織
の
強
化
を
重
要
施
策
と
し
て
位
置
づ

け
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
研
修
会
や

資
機
材
の
整
備
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
白
川
町
建
築
物
耐
震
化
促
進
事
業

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

大
岩
総
務
課
長

答
　
令
和
６
年
ま
で
の
20
年
間
で
、
木

造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
延
べ
50
件
実
施

し
て
い
る
が
、
耐
震
改
修
工
事
ま
で
行

わ
れ
た
の
は
４
件
に
と
ど
ま
り
、
極
め

て
低
い
水
準
と
認
識
し
て
い
る
。
補
助

金
の
制
度
は
あ
る
も
の
の
、
自
己
負
担

が
大
き
く
、
高
齢
者
や
単
身
世
帯
に

と
っ
て
は
経
済
的
な
理
由
が
改
修
に
踏

み
切
れ
な
い
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い

る
。

問
　
令
和
６
年
９
月
に
実
施
さ
れ
た
町
民

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
、今
後
ど
の
よ
う
に

政
策
に
反
映
さ
せ
て
い
く
の
か
。

大
岩
総
務
課
長

答
　
１
９
４
件
の
回
答
が
あ
り
、
多
く

の
方
が
耐
震
診
断
に
関
心
を
持
つ
一

方
、
工
事
費
用
が
高
額
で
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
改
修
に
繋
が
ら
な
い
こ
と
が

分
か
っ
た
。
今
後
は
、
効
果
的
な
支
援

制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。

問
　
低
コ
ス
ト
工
法
に
よ
る
木
造
住
宅
の

耐
震
改
修
工
事
の
導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

大
岩
総
務
課
長

答
　
高
知
県
黒
潮
町
の
全
額
公
費
負
担

に
よ
る
耐
震
改
修
制
度
は
、
住
民
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
し
、
耐
震
化
率
を
高

め
る
う
え
で
有
効
な
取
り
組
み
で
あ

り
、
町
と
し
て
も
参
考
に
す
べ
き
事
例

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
特
に
、
対

象
者
が
申
請
し
や
す
く
、
制
度
の
運
用

面
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
今
後

は
、
国
や
県
の
支
援
制
度
の
拡
充
を
要

望
し
つ
つ
、
財
源
の
確
保
等
を
踏
ま
え

た
上
で
、
導
入
の
可
能
性
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

安
江
農
林
課
長

答
　
耐
震
改
修
工
事
に
よ
っ
て
木
材
の

消
費
拡
大
に
繋
が
る
こ
と
か
ら
、
森
林

環
境
譲
与
税
の
活
用
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問
　
町
内
に
お
け
る
昭
和
56
年
５
月
31
日

以
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
数
の
調
査
状
況

と
、対
象
世
帯
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
は
ど

の
よ
う
か
。

大
岩
総
務
課
長

答
　
旧
耐
震
基
準
に
よ
る
住
宅
は
２
６

２
８
棟
あ
り
、
耐
震
化
率
は
43
％
と

な
っ
て
い
る
。
大
規
模
地
震
時
に
は
倒

壊
リ
ス
ク
が
高
い
た
め
、
耐
震
化
支
援

制
度
の
案
内
や
、
無
料
耐
震
診
断
の
活

用
促
進
を
進
め
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

問
　
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
や
、家
具
転

倒
防
止
器
具
の
設
置
支
援
に
対
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

大
岩
総
務
課
長

答
　
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

県
の
制
度
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。
家
具
転
倒
防
止
器
具
な
ど

に
つ
い
て
は
、
町
独
自
の
支
援
制
度
は

な
い
が
、
防
災
対
策
を
促
す
意
味
で
啓

発
を
進
め
て
い
く
。

問
　
今
、町
と
し
て
取
り
組
め
る
こ
と
に
つ

い
て
伺
う
。

大
岩
総
務
課
長

答
　
「
安
価
な
耐
震
改
修
工
法
」
に
関

す
る
講
習
会
の
開
催
の
実
施
な
ど
、
県

や
建
築
士
会
な
ど
関
連
団
体
と
連
携

し
、
町
主
催
あ
る
い
は
共
催
で
の
開
催

を
目
指
し
て
い
く
。

問
　
震
度
６
弱
の
地
震
を
想
定
し
た
防
災

計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

大
岩
総
務
課
長

答
　
白
川
町
で
は
、「
白
川
町
地
域
防
災

計
画
」に
基
づ
き
、
阿
寺
断
層
系
に
よ
る

地
震（
震
度
６
強
）を
想
定
し
、
発
災
時

の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
を
目

的
に
、
各
種
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

問
　
各
地
区
の
避
難
計
画
の
策
定
状
況

と
、「
想
定
外
を
想
定
す
る
」柔
軟
な
対
応

方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

大
岩
総
務
課
長

答
　
町
の
地
域
防
災
計
画
を
基
礎
と

し
、
毎
年
、
各
地
区
の
災
害
対
策
連
絡

協
議
会
を
開
き
、
避
難
経
路
・
避
難
場

所
・
危
険
個
所
の
確
認
を
行
っ
て
い

る
。
す
べ
て
を
事
前
に
想
定
す
る
こ
と

問
白
川
町
と
し
て
の
南
海
ト
ラ
フ

地
震
に
備
え
た
取
り
組
み
に
つ

い
て

組
織
と
の
情
報
交
換
や
多
方
面
か
ら
対

応
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
食
糧
危
機
の
時
一
番
強
い
の
は
、

「
種
か
ら
作
物
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
」
。
農
業
を
続
け
て
い
く
た
め
の
サ

ポ
ー
ト
が
一
番
の
要
で
あ
る
。
農
業
を
継

続
す
る
こ
と
こ
そ
が
国
の
安
全
保
障
の
対

策
と
な
る
と
考
え
質
問
す
る
。

　問
　
個
々
の
農
業
者
に
対
し
て
、町
の
支

援
策
は
な
い
か
。

安
江
農
林
課
長

答
　
現
在
、
個
々
の
農
業
者
へ
の
直
接

的
な
支
援
は
行
っ
て
い
な
い
。
中
山
間

地
域
直
接
支
払
交
付
金
の
活
用
や
、
個

人
で
は
農
作
物
被
害
対
策
事
業
や
水
田

活
用
交
付
金
の
活
用
が
考
え
ら
れ
る
。

支
援
制
度
の
導
入
に
は
、
慎
重
な
協
議

が
必
要
で
あ
る
。

　
地
域
住
民
を
守
る
た
め
の
被
害
防
止

策
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

　問
　
被
害
相
談
は
あ
る
か
。長

尾
町
民
課
長

答
　
町
へ
２
件
、
可
茂
県
事
務
所
に
18

件
の
被
害
相
談
が
あ
る
。

問
　
広
報
無
線
以
外
に
行
っ
て
い
る
啓
発

活
動
は
あ
る
か
。

長
尾
町
民
課
長

答
　
現
在
積
極
的
に
は
行
っ
て
い
な
い

た
め
、
広
報
誌
や
チ
ラ
シ
で
注
意
喚
起
を

行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
町
民
の
安
全
安
心

な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
す
ぐ
メ
ー
ル
や

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
通
じ
て
の
情
報
発
信
に
も
努

め
た
い
。

問
　
条
例
な
ど
具
体
的
な
対
策
は
考
え
ら

れ
る
か
。

長
尾
町
民
課
長

答
　
現
在
、町
単
独
の
消
費
者
生
活
セ
ン

タ
ー
の
設
置
は
な
い
た
め
、
条
例
の
制
定

は
考
え
て
い
な
い
。
地
域
全
体
で
見
守
り

の
目
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
訪
問

買
取
に
も
一
部
の
商
品
を
除
き
、
ク
ー
リ

ン
グ
オ
フ
の
適
用
が
可
能
で
あ
る
。
被
害

に
あ
っ
た
場
合
は
、
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
「
１
８
８
」
や
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に

相
談
を
お
願
い
し
た
い
。

　
国
道
41
号
「
上
麻
生
防
災
事
業
」
の

ト
ン
ネ
ル
残
土
に
関
し
て
、
住
民
に
説
明

が
行
わ
れ
た
と
聞
き
、
質
問
す
る
。

問
　
説
明
会
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た

か
。

中
村
建
設
環
境
課
長

答
　
こ
れ
ま
で
に
４
回
、
国
道
事
務
所

と
合
同
で
開
催
し
て
い
る
。
１
回
目
は
、

三
川
自
治
協
議
会
長
・
自
治
会
長
、
山

寄
・
上
田
自
治
会
の
方
を
対
象
に
実
施
。

２
回
目
は
、
笹
平
現
地
に
て
４
世
帯
の
方

を
対
象
に
実
施
。
３
回
目
は
、
林
業
セ
ン

タ
ー
に
て
１
回
目
の
内
容
の
詳
細
説
明
。

４
回
目
は
、
運
搬
ル
ー
ト
予
定
地
の
自
治

会
の
方
を
対
象
に
、
上
田
公
民
館
で
開
催

し
た
。

問
　
こ
の
事
業
は
町
あ
げ
て
の
事
業
で
あ

り
、地
元
だ
け
の
説
明
で
進
む
も
の
で
は

な
い
。説
明
内
容
や
議
事
録
は
公
開
さ
れ

る
か
。

中
村
建
設
環
境
課
長

答
　
今
後
も
、
議
会
へ
の
説
明
や
報
告

を
随
時
行
っ
て
い
く
。
説
明
内
容
等
の
公

開
に
つ
い
て
は
、
国
道
事
務
所
と
相
談
し

て
い
く
。

問
　
説
明
会
参
加
者
の
反
応
は
ど
の
よ
う

か
。

中
村
建
設
環
境
課
長

答
　
事
業
自
体
に
対
す
る
反
対
は
な

か
っ
た
が
、
要
対
策
土
、
農
業
・
生
活

用
水
、
生
活
道
路
へ
の
影
響
を
不
安
視

す
る
声
が
あ
っ
た
。
説
明
会
を
経
て
大

半
の
方
に
は
ご
理
解
い
た
だ
け
た
と
考

え
て
い
る
。

問
　
住
民
へ
の
説
明
は
十
分
と
言
え
る
か
。

中
村
建
設
環
境
課
長

答
　
質
問
に
回
答
し
き
れ
て
な
い
点
も

あ
る
た
め
、
今
後
も
必
要
に
応
じ
て
説

明
し
て
い
く
。

問
　
毎
日
ト
ラ
ッ
ク
が
行
き
交
う
と
聞
く

が
、地
元
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

中
村
建
設
環
境
課
長

答
　
10
ト
ン
ダ
ン
プ
が
、
７
万
㎥
の
残

土
を
約
10
ケ
月
間
運
搬
す
る
計
画
で
、

延
べ
１
日
３
５
０
台
、
１
時
間
あ
た
り

約
44
台
の
走
行
と
な
る
た
め
、
道
路
舗

装
、
す
れ
違
い
、
走
行
音
な
ど
の
影
響

が
考
え
ら
れ
る
。
地
元
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

問
　
残
土
処
理
は
順
調
に
進
む
と
考
え
る

か
。

中
村
建
設
環
境
課
長

答
　
工
事
に
は
長
い
年
月
を
要
す
る

が
、
国
道
事
務
所
と
連
携
し
、
地
域
の

皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
丁

寧
に
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。
　

　
農
林
水
産
省
が
令
和
６
年
４
月
に
施

行
し
た
法
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

問
　
町
や
農
業
委
員
会
で
は
議
論
は
さ
れ

て
い
る
か
。

安
江
農
林
課
長

答
　
話
題
に
は
上
が
っ
て
い
る
が
、
情

報
が
少
な
い
た
め
、
引
き
続
き
情
報
収

集
に
努
め
て
い
く
。

問
　
個
々
の
農
業
を
担
う
対
象
者
は
含
ま

れ
な
い
か
。

安
江
農
林
課
長

答
　
含
ま
れ
な
い
。

問
　
ど
の
程
度
の
規
模
の
組
織
が
対
象
と

な
る
の
か
。

安
江
農
林
課
長

答
　
段
階
は
、
「
平
時
」
「
食
料
供
給

困
難
兆
候
」
「
食
料
供
給
困
難
事
態
」

の
３
段
階
と
な
っ
て
お
り
、
各
段
階
で

措
置
が
講
じ
ら
れ
る
。
発
令
時
に
は
、

一
定
規
模
以
上
の
事
業
者
が
対
象
と
な

る
が
、
具
体
的
な
内
容
は
示
さ
れ
て
い

な
い
。

問
　
こ
の
法
に
注
視
し
、農
家
へ
の
情
報
発

信
を
。

安
江
農
林
課
長

答
　
今
後
も
庁
内
は
も
ち
ろ
ん
、
関
係

問
食
料
供
給
困
難
事
態
対
策
法
の

対
策
に
つ
い
て

問
町
の
農
業
支
援
対
策
に
つ
い
て

問
訪
問
買
取
等
の
被
害
防
止
策
に

つ
い
て

問
国
道
41
号
「
上
麻
生
防
災
事
業
」

の
ト
ン
ネ
ル
残
土
に
つ
い
て

うめだ

梅田みつよ 議員
ふじい ひろゆき

藤井宏之 議員

一般質問の様子
が、You-Tube
（動画配信サイト）
でご覧いただけ
ます。

４
人
の
議
員
が
登
壇

一
般
質
問
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農
組
織
が
な
い
地
域
の
農
業
者
か
ら

は
、
自
身
が
リ
タ
イ
ア
し
た
後
は
農
地

の
管
理
が
で
き
な
い
と
い
う
声
が
多

い
。

　
町
と
し
て
は
、
農
業
・
農
地
は
地
域

で
組
織
的
に
守
っ
て
い
く
方
法
が
最
も

有
効
と
考
え
て
お
り
、
組
織
づ
く
り
や

現
在
あ
る
営
農
組
合
へ
の
加
入
・
再
編

な
ど
に
よ
る
組
織
化
を
支
援
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
数
人
規
模
の
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
共
同
作
業
な
ど
に
対
す
る
支
援

も
検
討
し
た
い
。

　
「
地
域
の
農
地
は
地
域
で
守
る
」
と

い
う
合
言
葉
の
も
と
、
そ
の
活
動
を
推

進
し
て
い
き
た
い
。

問
　
大
豆
の
生
産
に
つ
い
て
は
、米
よ
り

手
間
が
か
か
り
不
作
が
続
い
て
い
る
こ
と

か
ら
、「
大
豆
を
や
め
て
米
を
作
り
た
い
」

と
い
う
生
産
組
合
の
声
が
あ
る
。現
在
行

わ
れ
て
い
る
米
の
生
産
調
整
を
見
直
す
考

え
は
な
い
か
。

安
江
農
林
課
長

答
　
本
町
の
水
田
営
農
に
つ
い
て
は
、

農
業
再
生
協
議
会
が
策
定
し
た
「
水
田

収
益
強
化
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
基
に
、
集
落

営
農
組
合
連
絡
協
議
会
で
生
産
品
目
や

面
積
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

　
大
豆
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
の
支
援

が
厚
く
、
町
内
で
の
需
要
も
あ
る
こ
と

か
ら
町
と
し
て
推
奨
し
て
お
り
、
さ
ら

に
有
利
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

複
数
年
の
栽
培
契
約
を
締
結
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
現
在
の
契
約
は
、
令
和

６
年
か
ら
８
年
ま
で
の
３
年
間
で
あ

り
、
す
ぐ
に
大
豆
を
縮
小
し
、
水
稲
を

拡
大
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
町

内
の
大
豆
を
原
料
と
し
た
加
工
組
織
の

ニ
ー
ズ
も
あ
る
た
め
、
一
定
量
の
確
保

に
協
力
い
た
だ
き
た
い
。

　
町
と
し
て
も
、
大
豆
栽
培
が
生
産
者

の
大
き
な
負
担
と
な
り
、
生
産
意
欲
の

低
下
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
は
承
知

し
て
い
る
。
生
産
者
の
負
担
を
軽
減

し
、
十
分
な
収
量
が
得
ら
れ
る
研
究
を

行
う
と
と
も
に
、
大
豆
を
含
め
た
水
田

活
用
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
令
和
８
年

度
中
に
方
針
を
ま
と
め
た
い
。

問
　
町
内
産
の
米
は
大
変
評
判
が
良
く
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
、年
間

契
約
で
消
費
者
に
直
販
す
る
こ

と
で
、生
産
者
に
も
消
費
者
に

も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思
う
。

そ
の
取
扱
い
を
ピ
ア
チ
ェ
ー
レ

が
担
え
ば
集
客
効
果
も
あ
り
、

経
営
の
改
善
に
も
繋
が
る
と
考

え
る
。
　こ
う
し
た
町
産
米
の
新

た
な
流
通
経
路
の
構
築
が
、水

田
営
農
の
安
定
し
た
継
続
に
繋

が
る
と
考
え
る
が
、い
か
が
か
。

　
　
　
　
　
　安
江
農
林
課
長

答
　
ブ
ラ
ン
ド
化
や
年
間
契
約

は
、
生
産
者
の
意
欲
向
上
や
若

手
農
業
者
の
参
入
に
繋
が
る
可
能
性
が

あ
る
。
一
方
で
、
品
質
の
統
一
や
安
定

供
給
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と

い
っ
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
が
必
要

で
あ
り
、
プ
ラ
ン
の
策
定
に
は
一
定
の

時
間
が
か
か
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う

し
た
点
は
、
本
年
度
か
ら
設
置
し
た
特

産
品
振
興
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て

検
討
し
た
い
。

　
ピ
ア
チ
ェ
ー
レ
で
は
、
創
業
当
初
か

ら
白
川
町
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
販
売
を

行
っ
て
お
り
、
令
和
６
年
度
産
に
つ
い

て
は
、
約
５
ト
ン
を
仕
入
れ
、
レ
ス
ト

ラ
ン
使
用
分
を
除
い
て
完
売
し
て
い

る
。
今
後
、
取
扱
量
を
増
や
す
た
め
に

は
、
保
管
や
輸
送
、
精
米
等
の
設
備
面

が
課
題
と
な
る
た
め
、
関
係
部
署
と
連

携
し
て
検
討
し
て
い
く
。

　本
町
の
米
は
「
大
変
お
い
し
い
」
と

評
判
が
良
く
、
生
産
者
と
し
て
も
作
り

甲
斐
が
あ
る
が
、
農
業
従
事
者
の
減
少

に
よ
る
営
農
組
織
の
運
営
の
厳
し
さ

や
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
と
い
っ
た
課

題
も
あ
る
。
ま
た
、
生
産
調
整
品
目
と

し
て
奨
励
さ
れ
て
い
る
大
豆
生
産
の
難

し
さ
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

こ
と
を
踏
ま
え
、
本
町
の
水
田
営
農
を

継
続
し
、
農
村
の
景
観
を
守
っ
て
い
く

た
め
、
今
後
の
水
田
営
農
に
つ
い
て
、

質
問
す
る
。

問
　
個
人
で
耕
作
し
て
い
る
水
田
は
、将

来
的
に
耕
作
放
棄
地
と
な
る
可
能
性
が

高
い
と
思
わ
れ
る
。営
農
組
織
が
な
い
地

域
の
水
田
の
維
持
に
つ
い
て
、今
後
ど
の

よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

安
江
農
林
課
長

答
　
本
町
の
農
業
で
は
、
人
口
減
少
と

高
齢
化
に
伴
う
担
い
手
不
足
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
集
落
営

問
白
川
町
の
水
田
営
農
の
今
後
に

つ
い
て

明
に
つ
い
て
は
、
盛
土
の
対
応
や
運
搬

ル
ー
ト
な
ど
検
討
事
項
が
多
く
、
調
査

や
資
料
作
成
に
時
間
を
要
し
た
こ
と

で
、
対
応
が
遅
れ
た
点
は
お
詫
び
し
た

い
。
こ
れ
ま
で
に
、
山
寄
自
治
会
や
上

田
自
治
会
を
中
心
に
４
回
説
明
会
を
開

催
し
て
き
た
が
、
６
月
19
日
に
は
三
川

地
区
全
体
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
予

定
し
て
お
り
、
今
後
も
必
要
に
応
じ
て

開
催
し
て
い
く
。

問
　
要
対
策
土
の
処
理
方
法
は
ど
の
よ
う

か
。

中
村
建
設
環
境
課
長

答
　
国
道
事
務
所
が
実
施
し
た
事
前
調

査
で
、
「
鉛
」
と
「
ヒ
素
」
が
環
境
基

準
値
を
超
え
て
検
出
さ
れ
た
。
ト
ン
ネ

ル
掘
削
に
際
し
て
は
、
最
初
に
調
査
用

ボ
ー
リ
ン
グ
を
行
い
、
一
次
判
定
し
た

上
で
、
残
土
を
笹
平
に
運
搬
す
る
。
要

対
策
土
は
、
仮
置
き
の
後
に
二
次
判
定

を
行
い
、
基
準
を
超
え
る
も
の
は
適
切

に
処
理
さ
れ
る
。
処
理
方
法
と
し
て

は
、
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
混
合
土
（
粘
土
質

の
土
砂
）
を
50
セ
ン
チ
程
度
の
厚
さ
で

覆
っ
て
封
じ
込
め
、
雨
水
の
侵
入
を
防

ぐ
。
ま
た
、
仮
置
き
ヤ
ー
ド
や
盛
土

ヤ
ー
ド
の
周
囲
に
は
排
水
施
設
を
整
備

し
、
排
水
口
に
は
汚
染
物
質
を
吸
着
す

る
マ
ッ
ト
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
対
策

を
講
じ
る
。
水
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
も
週

１
回
程
度
行
い
、
結
果
は
広
報
等
で
公

表
し
た
い
。
水
質
基
準
は
水
道
水
と
同
じ

で
あ
り
、
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
に
よ
る
被
覆

工
法
は
全
国
的
に
広
く
用
い
ら
れ
、
多

く
の
実
績
が
あ
る
。
被
覆
後
は
、
上
部

に
30
セ
ン
チ
程
度
、
側
面
に
50
セ
ン
チ

程
度
の
覆
土
で
保
護
す
る
構
造
と
な
っ

て
い
る
。

問
　
ト
ン
ネ
ル
工
事
ま
で
に
行
う
準
備
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
か
。中村

建
設
環
境
課
長

答
　
今
年
度
は
、
笹
平
に
お
い
て
排
水

工
事
、
受
入
れ
地
の
整
備
工
事
、
工
事

用
道
路
の
整
備
な
ど
が
行
わ
れ
る
予
定

で
あ
る
。

問
　
今
後
の
上
麻
生
防
災
事
業
の
推
進
に

向
け
て
、町
長
の
考
え
を
伺
う
。

町
長

答
　
昭
和
43
年
の
８
・
17
災
害
か
ら
、

今
年
で
57
年
を
迎
え
る
。
懸
案
で
あ
っ

た
国
道
41
号
の
防
災
対
策
事
業
が
よ
う

や
く
国
に
採
択
さ
れ
、
長
年
に
わ
た
り

要
望
や
陳
情
活
動
に
取
り
組
ん
で
こ
ら

れ
た
先
人
の
ご
尽
力
に
、
ま
ず
も
っ
て

敬
意
を
表
し
た
い
。

　
現
在
、
仮
橋
や
ト
ン
ネ
ル
掘
削
箇
所

の
整
備
が
進
み
、
い
よ
い
よ
ト
ン
ネ
ル

工
事
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。
ト
ン

ネ
ル
残
土
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
か
ね

て
よ
り
町
内
で
の
適
地
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
国
道
事
務
所
と
の
協
議
を
経

て
、
町
有
地
で
あ
る
笹
平
を
候
補
地
と

し
て
選
定
し
た
。
処
理
場
が
遠
方
に
な
る

と
、
経
費
や
工
期
に
影
響
し
、
完
成
ま

で
の
期
間
が
延
び
る
恐
れ
が
あ
る
た

め
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
町

内
で
の
処
理
に
対
応
し
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

　
国
道
41
号
は
、
雨
に
弱
く
、
Ｊ
Ｒ
も

同
様
に
雨
天
時
の
運
休
が
頻
発
す
る
。

通
学
す
る
高
校
生
や
、
通
勤
で
利
用
さ

れ
る
方
々
の
た
め
に
も
、
一
日
も
早
く

事
業
を
完
成
さ
せ
、
通
行
規
制
が
解
除

さ
れ
る
こ
と
を
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
同

じ
思
い
で
願
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
要
対
策
土
の
処
理
や
運
搬
方

法
な
ど
に
つ
い
て
、
調
整
が
必
要
な
場

面
も
出
て
く
る
が
、
国
道
事
務
所
と
緊

密
に
連
携
し
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い

く
。
ま
た
、
沿
線
市
町
村
と
も
連
携
を

図
り
、
予
算
確
保
に
向
け
た
要
望
活
動

を
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
所
存
で
あ

る
。

　国
道
41
号
「
上
麻
生
防
災
事
業
」
に

つ
い
て
、
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。

問
　
事
業
計
画
期
間
は
ど
の
程
度
か
。

中
村
建
設
環
境
課
長

答
　
白
川
町
側
の
３
号
ト
ン
ネ
ル
は
、

令
和
９
年
度
末
か
ら
13
年
末
ま
で
の
計
画

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
間
、
笹
平
高
原
へ

の
ト
ン
ネ
ル
残
土
の
搬
入
は
約
10
ケ
月
間

と
さ
れ
て
い
る
。
令
和
７
年
度
は
、
笹
平

高
原
の
水
文
調
査
と
地
質
調
査
が
行
わ
れ

る
予
定
で
あ
り
、
そ
の
結
果
は
公
表
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
こ
れ
ま
で
の
国
道
事
務
所
と
の
協
議

の
経
緯
は
ど
の
よ
う
か
。中村

建
設
環
境
課
長

答
　
こ
の
事
業
は
、
平
成
30
年
に
国
に

お
い
て
事
業
化
さ
れ
、
町
内
で
残
土
処

理
が
可
能
な
候
補
地
を
検
討
し
て
き

た
。
将
来
的
な
整
備
計
画
、
地
形
、
受

入
れ
可
能
土
量
な
ど
か
ら
検
討
し
た
結

果
、
笹
平
を
選
定
し
た
。
地
元
へ
の
説

問
国
道
41
号「
上
麻
生
防
災
事
業
」

に
つ
い
て

すぎやま ちかし
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農
組
織
が
な
い
地
域
の
農
業
者
か
ら

は
、
自
身
が
リ
タ
イ
ア
し
た
後
は
農
地

の
管
理
が
で
き
な
い
と
い
う
声
が
多

い
。

　
町
と
し
て
は
、
農
業
・
農
地
は
地
域

で
組
織
的
に
守
っ
て
い
く
方
法
が
最
も

有
効
と
考
え
て
お
り
、
組
織
づ
く
り
や

現
在
あ
る
営
農
組
合
へ
の
加
入
・
再
編

な
ど
に
よ
る
組
織
化
を
支
援
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
数
人
規
模
の
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
共
同
作
業
な
ど
に
対
す
る
支
援

も
検
討
し
た
い
。

　
「
地
域
の
農
地
は
地
域
で
守
る
」
と

い
う
合
言
葉
の
も
と
、
そ
の
活
動
を
推

進
し
て
い
き
た
い
。

問
　
大
豆
の
生
産
に
つ
い
て
は
、米
よ
り

手
間
が
か
か
り
不
作
が
続
い
て
い
る
こ
と

か
ら
、「
大
豆
を
や
め
て
米
を
作
り
た
い
」

と
い
う
生
産
組
合
の
声
が
あ
る
。現
在
行

わ
れ
て
い
る
米
の
生
産
調
整
を
見
直
す
考

え
は
な
い
か
。

安
江
農
林
課
長

答
　
本
町
の
水
田
営
農
に
つ
い
て
は
、

農
業
再
生
協
議
会
が
策
定
し
た
「
水
田

収
益
強
化
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
基
に
、
集
落

営
農
組
合
連
絡
協
議
会
で
生
産
品
目
や

面
積
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

　
大
豆
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
の
支
援

が
厚
く
、
町
内
で
の
需
要
も
あ
る
こ
と

か
ら
町
と
し
て
推
奨
し
て
お
り
、
さ
ら

に
有
利
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

複
数
年
の
栽
培
契
約
を
締
結
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
現
在
の
契
約
は
、
令
和

６
年
か
ら
８
年
ま
で
の
３
年
間
で
あ

り
、
す
ぐ
に
大
豆
を
縮
小
し
、
水
稲
を

拡
大
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
町

内
の
大
豆
を
原
料
と
し
た
加
工
組
織
の

ニ
ー
ズ
も
あ
る
た
め
、
一
定
量
の
確
保

に
協
力
い
た
だ
き
た
い
。

　
町
と
し
て
も
、
大
豆
栽
培
が
生
産
者

の
大
き
な
負
担
と
な
り
、
生
産
意
欲
の

低
下
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
は
承
知

し
て
い
る
。
生
産
者
の
負
担
を
軽
減

し
、
十
分
な
収
量
が
得
ら
れ
る
研
究
を

行
う
と
と
も
に
、
大
豆
を
含
め
た
水
田

活
用
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
令
和
８
年

度
中
に
方
針
を
ま
と
め
た
い
。

問
　
町
内
産
の
米
は
大
変
評
判
が
良
く
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
、年
間

契
約
で
消
費
者
に
直
販
す
る
こ

と
で
、生
産
者
に
も
消
費
者
に

も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思
う
。

そ
の
取
扱
い
を
ピ
ア
チ
ェ
ー
レ

が
担
え
ば
集
客
効
果
も
あ
り
、

経
営
の
改
善
に
も
繋
が
る
と
考

え
る
。
　こ
う
し
た
町
産
米
の
新

た
な
流
通
経
路
の
構
築
が
、水

田
営
農
の
安
定
し
た
継
続
に
繋

が
る
と
考
え
る
が
、い
か
が
か
。

　
　
　
　
　
　安
江
農
林
課
長

答
　
ブ
ラ
ン
ド
化
や
年
間
契
約

は
、
生
産
者
の
意
欲
向
上
や
若

手
農
業
者
の
参
入
に
繋
が
る
可
能
性
が

あ
る
。
一
方
で
、
品
質
の
統
一
や
安
定

供
給
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と

い
っ
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
が
必
要

で
あ
り
、
プ
ラ
ン
の
策
定
に
は
一
定
の

時
間
が
か
か
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う

し
た
点
は
、
本
年
度
か
ら
設
置
し
た
特

産
品
振
興
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て

検
討
し
た
い
。

　
ピ
ア
チ
ェ
ー
レ
で
は
、
創
業
当
初
か

ら
白
川
町
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
販
売
を

行
っ
て
お
り
、
令
和
６
年
度
産
に
つ
い

て
は
、
約
５
ト
ン
を
仕
入
れ
、
レ
ス
ト

ラ
ン
使
用
分
を
除
い
て
完
売
し
て
い

る
。
今
後
、
取
扱
量
を
増
や
す
た
め
に

は
、
保
管
や
輸
送
、
精
米
等
の
設
備
面

が
課
題
と
な
る
た
め
、
関
係
部
署
と
連

携
し
て
検
討
し
て
い
く
。

　本
町
の
米
は
「
大
変
お
い
し
い
」
と

評
判
が
良
く
、
生
産
者
と
し
て
も
作
り

甲
斐
が
あ
る
が
、
農
業
従
事
者
の
減
少

に
よ
る
営
農
組
織
の
運
営
の
厳
し
さ

や
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
と
い
っ
た
課

題
も
あ
る
。
ま
た
、
生
産
調
整
品
目
と

し
て
奨
励
さ
れ
て
い
る
大
豆
生
産
の
難

し
さ
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

こ
と
を
踏
ま
え
、
本
町
の
水
田
営
農
を

継
続
し
、
農
村
の
景
観
を
守
っ
て
い
く

た
め
、
今
後
の
水
田
営
農
に
つ
い
て
、

質
問
す
る
。

問
　
個
人
で
耕
作
し
て
い
る
水
田
は
、将

来
的
に
耕
作
放
棄
地
と
な
る
可
能
性
が

高
い
と
思
わ
れ
る
。営
農
組
織
が
な
い
地

域
の
水
田
の
維
持
に
つ
い
て
、今
後
ど
の

よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

安
江
農
林
課
長

答
　
本
町
の
農
業
で
は
、
人
口
減
少
と

高
齢
化
に
伴
う
担
い
手
不
足
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
集
落
営

問
白
川
町
の
水
田
営
農
の
今
後
に

つ
い
て

明
に
つ
い
て
は
、
盛
土
の
対
応
や
運
搬

ル
ー
ト
な
ど
検
討
事
項
が
多
く
、
調
査

や
資
料
作
成
に
時
間
を
要
し
た
こ
と

で
、
対
応
が
遅
れ
た
点
は
お
詫
び
し
た

い
。
こ
れ
ま
で
に
、
山
寄
自
治
会
や
上

田
自
治
会
を
中
心
に
４
回
説
明
会
を
開

催
し
て
き
た
が
、
６
月
19
日
に
は
三
川

地
区
全
体
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
予

定
し
て
お
り
、
今
後
も
必
要
に
応
じ
て

開
催
し
て
い
く
。

問
　
要
対
策
土
の
処
理
方
法
は
ど
の
よ
う

か
。

中
村
建
設
環
境
課
長

答
　
国
道
事
務
所
が
実
施
し
た
事
前
調

査
で
、
「
鉛
」
と
「
ヒ
素
」
が
環
境
基

準
値
を
超
え
て
検
出
さ
れ
た
。
ト
ン
ネ

ル
掘
削
に
際
し
て
は
、
最
初
に
調
査
用

ボ
ー
リ
ン
グ
を
行
い
、
一
次
判
定
し
た

上
で
、
残
土
を
笹
平
に
運
搬
す
る
。
要

対
策
土
は
、
仮
置
き
の
後
に
二
次
判
定

を
行
い
、
基
準
を
超
え
る
も
の
は
適
切

に
処
理
さ
れ
る
。
処
理
方
法
と
し
て

は
、
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
混
合
土
（
粘
土
質

の
土
砂
）
を
50
セ
ン
チ
程
度
の
厚
さ
で

覆
っ
て
封
じ
込
め
、
雨
水
の
侵
入
を
防

ぐ
。
ま
た
、
仮
置
き
ヤ
ー
ド
や
盛
土

ヤ
ー
ド
の
周
囲
に
は
排
水
施
設
を
整
備

し
、
排
水
口
に
は
汚
染
物
質
を
吸
着
す

る
マ
ッ
ト
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
対
策

を
講
じ
る
。
水
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
も
週

１
回
程
度
行
い
、
結
果
は
広
報
等
で
公

表
し
た
い
。
水
質
基
準
は
水
道
水
と
同
じ

で
あ
り
、
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
に
よ
る
被
覆

工
法
は
全
国
的
に
広
く
用
い
ら
れ
、
多

く
の
実
績
が
あ
る
。
被
覆
後
は
、
上
部

に
30
セ
ン
チ
程
度
、
側
面
に
50
セ
ン
チ

程
度
の
覆
土
で
保
護
す
る
構
造
と
な
っ

て
い
る
。

問
　
ト
ン
ネ
ル
工
事
ま
で
に
行
う
準
備
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
か
。中村

建
設
環
境
課
長

答
　
今
年
度
は
、
笹
平
に
お
い
て
排
水

工
事
、
受
入
れ
地
の
整
備
工
事
、
工
事

用
道
路
の
整
備
な
ど
が
行
わ
れ
る
予
定

で
あ
る
。

問
　
今
後
の
上
麻
生
防
災
事
業
の
推
進
に

向
け
て
、町
長
の
考
え
を
伺
う
。

町
長

答
　
昭
和
43
年
の
８
・
17
災
害
か
ら
、

今
年
で
57
年
を
迎
え
る
。
懸
案
で
あ
っ

た
国
道
41
号
の
防
災
対
策
事
業
が
よ
う

や
く
国
に
採
択
さ
れ
、
長
年
に
わ
た
り

要
望
や
陳
情
活
動
に
取
り
組
ん
で
こ
ら

れ
た
先
人
の
ご
尽
力
に
、
ま
ず
も
っ
て

敬
意
を
表
し
た
い
。

　
現
在
、
仮
橋
や
ト
ン
ネ
ル
掘
削
箇
所

の
整
備
が
進
み
、
い
よ
い
よ
ト
ン
ネ
ル

工
事
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。
ト
ン

ネ
ル
残
土
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
か
ね

て
よ
り
町
内
で
の
適
地
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
国
道
事
務
所
と
の
協
議
を
経

て
、
町
有
地
で
あ
る
笹
平
を
候
補
地
と

し
て
選
定
し
た
。
処
理
場
が
遠
方
に
な
る

と
、
経
費
や
工
期
に
影
響
し
、
完
成
ま

で
の
期
間
が
延
び
る
恐
れ
が
あ
る
た

め
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
町

内
で
の
処
理
に
対
応
し
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

　
国
道
41
号
は
、
雨
に
弱
く
、
Ｊ
Ｒ
も

同
様
に
雨
天
時
の
運
休
が
頻
発
す
る
。

通
学
す
る
高
校
生
や
、
通
勤
で
利
用
さ

れ
る
方
々
の
た
め
に
も
、
一
日
も
早
く

事
業
を
完
成
さ
せ
、
通
行
規
制
が
解
除

さ
れ
る
こ
と
を
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
同

じ
思
い
で
願
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
要
対
策
土
の
処
理
や
運
搬
方

法
な
ど
に
つ
い
て
、
調
整
が
必
要
な
場

面
も
出
て
く
る
が
、
国
道
事
務
所
と
緊

密
に
連
携
し
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い

く
。
ま
た
、
沿
線
市
町
村
と
も
連
携
を

図
り
、
予
算
確
保
に
向
け
た
要
望
活
動

を
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
所
存
で
あ

る
。

　国
道
41
号
「
上
麻
生
防
災
事
業
」
に

つ
い
て
、
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。

問
　
事
業
計
画
期
間
は
ど
の
程
度
か
。

中
村
建
設
環
境
課
長

答
　
白
川
町
側
の
３
号
ト
ン
ネ
ル
は
、

令
和
９
年
度
末
か
ら
13
年
末
ま
で
の
計
画

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
間
、
笹
平
高
原
へ

の
ト
ン
ネ
ル
残
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業
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選
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の
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つ
い
て

すぎやま ちかし

杉山哉史 議員伊佐治優 議員
いさじ まさる

地域営農による稲刈りの様子

国道４１号飛水峡街道（上麻生防災）
３号トンネル終点側坑口イメージ
　（イメージであり今後変わることがあります
　　　　　　　　2020 年１２月１３日時点）　　
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白川北地区の様子

各地域懇談会の要約

地域懇談会を開催しました地域懇談会を開催しました町全体に共通する課題町全体に共通する課題

　4月21日から25日にかけて、町内5地区におい
て地域懇談会を開催しました。
　今回は、以下の2つのテーマを設定し、町議会
議員が9つのグループに分かれて、各地区の皆さ
まと意見交換を行いました。
　① 今後（10年後）を見据えて、今やるべきこと
　② 廃校施設の利活用
　5日間で延べ252名の方にご参加いただき、地
域の実情に即した多くのご意見・ご提案をいただ
きました。
　いただいたご意見をもとに、各地区の記録を要
約しましたので、ぜひご覧ください。

白 川 地 区 ／4月22日（火）……32名
　今後の地域のあり方や廃校施設の活用について、多様な意見が交わされました。高齢化が進む
中、買い物や移動手段、医療・福祉施設の不足といった、日常生活に直結する課題が多く挙げら
れました。また、廃校や公共施設の利活用については、防災、学び、交流の拠点として再活用を
図る提案が目立ちました。地域の将来を見据え、「暮らしの安心を支える仕組みづくり」と「地
域の魅力や文化を次世代につなぐこと」の両立が重要であるという認識が共有されました。

白川北地区 ／4月23日（水）……63名
　10年後の暮らしを見据えた現実的な課題と向き合いながら、地域を前向きに変えていこうと
する意見が数多く出されました。人口減少や限界集落化への不安を共有しつつも、空き家の活用
や若者・子育て世代の定住支援、教育や交通の充実など、具体的な提案が目立ちました。また、
廃校施設を活かした新たな交流や学びの場づくりについても多くの意見があり、地域の資源や文
化を守り育てていこうという思いが感じられました。他地域の事例に学びながら、地道な取り組
みを重ねていく姿勢が、白川北地区の強みとして表れていました。

蘇 原 地 区 ／4月24日（木）……51名
　自然や健康、交流といった地域の魅力を活かしながら、前向きなまちづくりを目指す姿勢が強
く感じられました。ウォーキングやスポーツ施設、体験観光や移住ツアーなど、交流人口と定住
促進を両立させるアイデアが多く出されました。一方で、農業や山林の担い手不足、自治協議会
等の運営負担、情報伝達手段の効率化など、地域の持続可能性に関わる課題も共有されました。
人口減少が進む中でも、地域の魅力を活かし、豊かに暮らせる仕組みをつくるための建設的な議
論が交わされました。

黒 川 地 区 ／4月25日（金）……59名
　道路整備の遅れが大きな課題として繰り返し指摘され、買い物や医療へのアクセスの悪化が、
定住の妨げとなっていることが共有されました。一方で、移住者の定着率が高く、消防団や地域
活動への参加など、地域との調和が進んでいることも評価されました。学校再編や教育政策への
不安の声もあり、地域の将来を見据えた行政の姿勢と実効性ある支援が強く求められています。

佐 見 地 区 ／4月21日（月）……47名
　地域資源の再評価と実現可能な取り組みに重きを置いた多様な意見が出されました。廃校の利
活用については、農業研修や宿泊施設、自然体験の場など、観光・教育・福祉をつなぐ具体的な
案が多く見られました。空き家バンクや移住支援、道路・通学環境の改善、地域イベントの充実
といった現実的な提案が多数挙がり、人口減少に直面する中でも、前向きに自治を築こうとする
地域の意識の高さが感じられました。

① 人口減少と集落の維持困難① 人口減少と集落の維持困難
　将来の地域存続に対する不安が各地区で語られ、特に若者の定住支援や地域の担い手づくり
に向けた取り組みが求められました。
・空き家や放棄地を整備し、移住希望者への住宅支援につなげてほしい。
・小中学生のうちから地域活動に関わる機会を設けて、郷土への愛着を育てていくことが

大切。
・自治会の役割を簡素化し、地域運営の負担軽減を図る必要がある。

② 廃校施設の利活用② 廃校施設の利活用
　廃校を地域の資源として活用するアイデアが多く出される一方、活用に向けた制度整備
の必要性も指摘されました。
・農業研修施設や体験型観光、宿泊施設など、多様な利活用案が出されました。
・多世代が集い、福祉や地域交流の拠点として活用したいという声が多く寄せられました。
・グラウンドを防災拠点や自然体験の場とする提案もありました。

③ 地域間の生活インフラ格差③ 地域間の生活インフラ格差
　地域ごとに異なる医療・交通・買い物環境の格差が課題となっており、生活基盤の整備
に対する意見が多く寄せられました。
・医療機関や商店へのアクセスが難しい地域では、不安の声が多く上がりました。
・高齢者や免許返納者の移動手段確保が喫緊の課題とされています。
・道路整備や公共交通の充実により、地域間格差の解消を図ることが求められています。

④ 地域外とのつながりと協働の重要性④ 地域外とのつながりと協働の重要性
　地域だけで維持することが難しいという現実から、外部とのつながりづくりが重要である
との認識が広がっています。
・外部の人とつながる機会を増やし、関係人口を育てていくことが必要との声が多くあり

ました。
・ふるさと納税など、外部からの応援を受けやすくする仕組みづくりが求められました。
・地域体験や交流イベントなどを通じて、持続的な関係を築くことが重要です。

　地域懇談会にご参加いただいた皆さま、貴重なご意見・ご提案をお寄せ
いただき、誠にありがとうございました。
　今回の懇談会では、地域の実情に根ざしたさまざまな課題や思いを、議
員一人ひとりが直接受け止めることができました。皆さまの声は、今後の
議会活動やまちづくりの原動力となります。
　白川町議会では、こうした対話の機会を今後も継続して設けながら、皆
さまとともに地域の未来を描いていきたいと考えています。提起された課
題に対して真摯に向き合い、町全体で一丸となって解決に取り組んでまい
ります。
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すべての条項に係る検証結果と今後の対応については、白川町ホームページに
掲載しておりますので、ぜひご覧ください。

議会基本条例の達成状況を検証しました。
　白川町議会基本条例第19条では、「条例の目的が達成されているかどうか」を定期的に検証す
ることとされています。
　このたび、令和6年7月から令和7年6月までの取組状況について検証を行い、その結果を取りま
とめましたので、お知らせします。
【主な検証結果・今後の対応】 令和７年６月検証

第2条
第3号

条　　　　文条番号章 実績・検証結果 今後の対応
（議会の活動原則）
議会は、次に掲げる原則に基づ
き活動を行うものとする。
町民の多様な意見要望の把握に
努め、これを町政に反映させる
ための議会運営を行うこと。

第 ２ 章
議会及び
議員の
活動原則
等

今年４月には、町内５地区で地域懇談
会を開催することができました。懇談
会では、議員ごとにグループに分か
れ、多様な意見交換が行えました。

今後も、地域懇談会や
諸団体との意見交換会
を積極的に開催するよ
う努めていきます。

第8条
第2項

議会は、町民との意見交換の場
を設け、webアンケートを含
む多様な形態の広聴活動を実施
し、町民の意見の把握及び反映
に努めるものとする。

第 4 章
町民と
議会との
関係

昨年12月には、議員定数に関する
webアンケート調査を実施し、町民の
意見を幅広く聴取することができまし
た。webアンケートは、町民の関心や
意見を把握する手段として、一定の効
果を上げています。

町民との意見交換の場を
引き続き設けるととも
に、webアンケートを
適切に活用しながら、町
民の意見を的確に把握
し、議会活動への反映に
努めていきます。

第3条 （議員研修の充実及び強化）
議会は、専門知識を取り入れた
研修を積極的に行うことによ
り、議員の資質、政策形成能力
及び立案能力の向上に努めるも
のとする。

昨年の検証以降、下記の項目を含め
て、15の研修や視察等を行いました。
・福井県美浜町議会視察受入れ（空家
対策）

・高知県黒潮町、愛媛県西条市㈱サイ
プレス・スナダヤ視察

・ハラスメント研修
・町村議会広報クリニック
・防災シンポジウム
・白川村行政視察（義務教育学校）など

今後も目的に沿った研
修や視察を行うこと
で、議員の資質、政策
形成能力及び立案能力
の向上に努めていきま
す。

第4条
第1号

（委員会の活動原則）
委員会は、次に掲げる原則に基づ
き適正な運営を行うものとする。
議案等の審議及び審査並びに所管
事務の調査の充実を図ることによ
り、委員会の設置目的が十分に発
揮されるよう努めること。

常任委員会・特別委員会では、設置目
的に即した審議・審査を行っており、
特に、総務常任委員会においては、案
件等の内容に応じた活発な議論がなさ
れました。また、全員協議会でも論点
整理を行い、議案等の審議及び審査に
資する情報共有が図られました。

今後も、委員会の役割
が十分に発揮されるよ
う、議案や調査事項に
応じて審議体制を柔軟
に整え、充実した議論
と合意形成に努めてい
きます。

第6条 （危機管理）
議会は、不測の事態が起こった場
合においても、議会機能の維持に
努め、町民の生命、身体及び財産
を守るため、町長その他の執行機
関及びその職員（以下「町長等」
という。）が迅速かつ円滑に災害
対策等を行えるよう必要な協力を
行うものとする。

防災に関する関心を常に持ち、各地域
の災害対策連絡協議会等に積極的に参
加するとともに、一般質問において災
害時の対応体制や備蓄状況などを確認
し、町の危機管理体制の強化に寄与し
てきました。

今後も災害発生時にお
ける議会機能の継続と
迅速な対応に備え、町
長等との連携体制を意
識した情報共有・確認
に努め、防災力の向上
に資する議会の役割を
果たしていきます。

第12条
第2項

（議員間討議による合意形成）
議員は、自由かっ達な討議を経
て、政策、条例及び意見等の議
案を積極的に提出するよう努め
るものとする。

第 7 章
議会運営
及び議会
機能

自由かっ達な討議を経て、議員定数条
例の一部改正や、法律の改正を求める
意見書の提出を行いました。

今後も、議員発議によ
る議案を積極的に提出
するよう努めていきま
す。

第15条 議会は、社会状況の変化に適応
するため、議会改革の推進に努
めるものとする。

第 8 章
議会改革
の推進

令和6年第3回定例会で、町行政と連携
して、政治倫理条例とハラスメント防
止条例を制定しました。

今後も議会改革の推進
を進めていきます。

白川村行政視察
　5月29日、大野郡白川村を訪問し、義務教育学校「白
川郷学園」の視察と、白川村議会議員との懇談を行いま
した。
　本町では、今年度から施設一体型小中学校の建設が始
まることから、小学生と中学生が同一校舎で学ぶ教育の
在り方について、先行事例としての取組みを学ぶための
視察となりました。
　校長先生からは、学年を越えた交流や地域と連携した
教育活動、特色あるカリキュラムの運営などについて説
明を受けた後、実際に児童・生徒の授業の様子を参観し
ました。
　午後からは会場を白川村役場に移し、村議会議員の皆
さまと、住民と学校との関わりや教育への期待などにつ
いて意見交換を行いました。予定時間を大幅に超える活
発な意見が交わされ、有意義な懇談となりました。

下呂市議会との新たな交流
　6月30日、下呂市役所を訪問し、下呂市議会議員との
意見交換会を行いました。
　この交流は、隣接する自治体議会が今後の連携の在り
方を考える機会として実施したものです。意見交換会で
は、広域にわたる市町における住民との意見交換の取り
組みについて、それぞれが事例発表を行い、活発な質疑
応答が交わされました。
　今後も継続的に交流の場を設けていくことを確認し、
非常に有意義な意見交換の機会となりました。

笠松町議会との交流を再開
　5月13日、笠松町を訪問し、笠松刑務所と笠松競馬場の
視察と、笠松町議会議員との情報交換会を行いました。
　この交流は、白川町と笠松町が締結した「災害時にお
ける相互応援盟約」を契機として、平成29年度に始まっ
たもので、今回で4回目の開催となりました。新型コロ
ナウイルスの影響で一時中断していましたが、今回再開
することができました。
　笠松刑務所では、受刑者が規律ある日課の中で刑と向
き合う姿を間近で見学し、更生に向けた取組みへの理解
を深めました。

笠松刑務所会議室にて

加茂郡体育大会
白川町選手結団式・選手激励

　6月1日、川辺町を主会場に開催された「第67回加茂
郡体育大会」に出場する白川町代表選手の結団式が、川
辺町中央公民館前で行われました。
　結団式には、各競技の選手や関係者が出席しました。
　また、結団式終了後は、各種目の会場を訪れ、選手た
ちの健闘を間近で見守りながら応援しました。
　白川町の代表として大会に臨んだ選手の皆さまに、あ
らためて大きな拍手とエールを送ります。

令和 7 年 8 月 1 日 1011 しらかわ議会だより No.216



すべての条項に係る検証結果と今後の対応については、白川町ホームページに
掲載しておりますので、ぜひご覧ください。

議会基本条例の達成状況を検証しました。
　白川町議会基本条例第19条では、「条例の目的が達成されているかどうか」を定期的に検証す
ることとされています。
　このたび、令和6年7月から令和7年6月までの取組状況について検証を行い、その結果を取りま
とめましたので、お知らせします。
【主な検証結果・今後の対応】 令和７年６月検証

第2条
第3号

条　　　　文条番号章 実績・検証結果 今後の対応
（議会の活動原則）
議会は、次に掲げる原則に基づ
き活動を行うものとする。
町民の多様な意見要望の把握に
努め、これを町政に反映させる
ための議会運営を行うこと。

第 ２ 章
議会及び
議員の
活動原則
等

今年４月には、町内５地区で地域懇談
会を開催することができました。懇談
会では、議員ごとにグループに分か
れ、多様な意見交換が行えました。

今後も、地域懇談会や
諸団体との意見交換会
を積極的に開催するよ
う努めていきます。

第8条
第2項

議会は、町民との意見交換の場
を設け、webアンケートを含
む多様な形態の広聴活動を実施
し、町民の意見の把握及び反映
に努めるものとする。

第 4 章
町民と
議会との
関係

昨年12月には、議員定数に関する
webアンケート調査を実施し、町民の
意見を幅広く聴取することができまし
た。webアンケートは、町民の関心や
意見を把握する手段として、一定の効
果を上げています。

町民との意見交換の場を
引き続き設けるととも
に、webアンケートを
適切に活用しながら、町
民の意見を的確に把握
し、議会活動への反映に
努めていきます。

第3条 （議員研修の充実及び強化）
議会は、専門知識を取り入れた
研修を積極的に行うことによ
り、議員の資質、政策形成能力
及び立案能力の向上に努めるも
のとする。

昨年の検証以降、下記の項目を含め
て、15の研修や視察等を行いました。
・福井県美浜町議会視察受入れ（空家
対策）

・高知県黒潮町、愛媛県西条市㈱サイ
プレス・スナダヤ視察

・ハラスメント研修
・町村議会広報クリニック
・防災シンポジウム
・白川村行政視察（義務教育学校）など

今後も目的に沿った研
修や視察を行うこと
で、議員の資質、政策
形成能力及び立案能力
の向上に努めていきま
す。

第4条
第1号

（委員会の活動原則）
委員会は、次に掲げる原則に基づ
き適正な運営を行うものとする。
議案等の審議及び審査並びに所管
事務の調査の充実を図ることによ
り、委員会の設置目的が十分に発
揮されるよう努めること。

常任委員会・特別委員会では、設置目
的に即した審議・審査を行っており、
特に、総務常任委員会においては、案
件等の内容に応じた活発な議論がなさ
れました。また、全員協議会でも論点
整理を行い、議案等の審議及び審査に
資する情報共有が図られました。

今後も、委員会の役割
が十分に発揮されるよ
う、議案や調査事項に
応じて審議体制を柔軟
に整え、充実した議論
と合意形成に努めてい
きます。

第6条 （危機管理）
議会は、不測の事態が起こった場
合においても、議会機能の維持に
努め、町民の生命、身体及び財産
を守るため、町長その他の執行機
関及びその職員（以下「町長等」
という。）が迅速かつ円滑に災害
対策等を行えるよう必要な協力を
行うものとする。

防災に関する関心を常に持ち、各地域
の災害対策連絡協議会等に積極的に参
加するとともに、一般質問において災
害時の対応体制や備蓄状況などを確認
し、町の危機管理体制の強化に寄与し
てきました。

今後も災害発生時にお
ける議会機能の継続と
迅速な対応に備え、町
長等との連携体制を意
識した情報共有・確認
に努め、防災力の向上
に資する議会の役割を
果たしていきます。

第12条
第2項

（議員間討議による合意形成）
議員は、自由かっ達な討議を経
て、政策、条例及び意見等の議
案を積極的に提出するよう努め
るものとする。

第 7 章
議会運営
及び議会
機能

自由かっ達な討議を経て、議員定数条
例の一部改正や、法律の改正を求める
意見書の提出を行いました。

今後も、議員発議によ
る議案を積極的に提出
するよう努めていきま
す。

第15条 議会は、社会状況の変化に適応
するため、議会改革の推進に努
めるものとする。

第 8 章
議会改革
の推進

令和6年第3回定例会で、町行政と連携
して、政治倫理条例とハラスメント防
止条例を制定しました。

今後も議会改革の推進
を進めていきます。

白川村行政視察
　5月29日、大野郡白川村を訪問し、義務教育学校「白
川郷学園」の視察と、白川村議会議員との懇談を行いま
した。
　本町では、今年度から施設一体型小中学校の建設が始
まることから、小学生と中学生が同一校舎で学ぶ教育の
在り方について、先行事例としての取組みを学ぶための
視察となりました。
　校長先生からは、学年を越えた交流や地域と連携した
教育活動、特色あるカリキュラムの運営などについて説
明を受けた後、実際に児童・生徒の授業の様子を参観し
ました。
　午後からは会場を白川村役場に移し、村議会議員の皆
さまと、住民と学校との関わりや教育への期待などにつ
いて意見交換を行いました。予定時間を大幅に超える活
発な意見が交わされ、有意義な懇談となりました。

下呂市議会との新たな交流
　6月30日、下呂市役所を訪問し、下呂市議会議員との
意見交換会を行いました。
　この交流は、隣接する自治体議会が今後の連携の在り
方を考える機会として実施したものです。意見交換会で
は、広域にわたる市町における住民との意見交換の取り
組みについて、それぞれが事例発表を行い、活発な質疑
応答が交わされました。
　今後も継続的に交流の場を設けていくことを確認し、
非常に有意義な意見交換の機会となりました。

笠松町議会との交流を再開
　5月13日、笠松町を訪問し、笠松刑務所と笠松競馬場の
視察と、笠松町議会議員との情報交換会を行いました。
　この交流は、白川町と笠松町が締結した「災害時にお
ける相互応援盟約」を契機として、平成29年度に始まっ
たもので、今回で4回目の開催となりました。新型コロ
ナウイルスの影響で一時中断していましたが、今回再開
することができました。
　笠松刑務所では、受刑者が規律ある日課の中で刑と向
き合う姿を間近で見学し、更生に向けた取組みへの理解
を深めました。

笠松刑務所会議室にて

加茂郡体育大会
白川町選手結団式・選手激励

　6月1日、川辺町を主会場に開催された「第67回加茂
郡体育大会」に出場する白川町代表選手の結団式が、川
辺町中央公民館前で行われました。
　結団式には、各競技の選手や関係者が出席しました。
　また、結団式終了後は、各種目の会場を訪れ、選手た
ちの健闘を間近で見守りながら応援しました。
　白川町の代表として大会に臨んだ選手の皆さまに、あ
らためて大きな拍手とエールを送ります。
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23 日　町議会報告会・懇談会（白川北）
24 日　町議会報告会・懇談会（蘇原）
25 日　町議会報告会・懇談会（黒川）
26 日　新庁舎建設工事上棟式
29 日　美濃白川茶豊作祈願祭
30 日　白川町観光協会通常総会

13 日　笠松町との交流会
14 日　美濃白川茶一番茶第１回共販会
　　　　第 1 回可茂町村議会議長会
　　　　中濃法人会加茂東部支部通常総代会
15 日　議会議員協議会
　　　　学校統合校舎建設特別委員会
　　　　総務常任委員会協議会
　　　　第 65 回白川町商工会通常総代会
16 日　可茂地域市町村議会議長会議及び研修会
18 日　第 32 回東座ふれあい公演
21 日　白川中学校「白中大運動会」
24 日　黒川中学校体育祭
25 日　第 10 師団創立 63 周年・守山駐屯地創設
　　　　66 周年記念行事
26 日　議会運営委員会
　　　　東濃ひのき製品流通協同組合通常総会
　　　　東濃ヒノキ白川市場協同組合通常総会
　　　　ぎふ国道 256 号整備促進期成同盟会定期総会
　　　　総務常任委員会
27 日　可茂食品衛生協会白川町支部定期総会
　　　　全国町村議会議長・副議長研修会
28 日　シルバー人材センター定時総会
29 日　白川村行政視察
30 日　総務常任委員会協議会
　　　　濃飛建設事業者職業訓練協会通常総会

 １ 日　白川野菜村チャオ運営協議会通常総会
　　　　加茂郡体育大会白川町選手結団式・選手激励
 ２ 日　県町村議会議長会臨時総会・評議員会
 ５ 日　議会議員協議会
 ８ 日　第３５普通科連隊との意見交換会
 ９ 日　白川町森林組合通常総代会
12 日　町議会第２回定例会（１日目）

議会の動き（４月23日～７月22日）

4 

月

5 

月

　

13 日　予算決算審査常任委員会
　　　　町議会第２回定例会（２日目）
15 日　青少年育成町民会議総会
　　　　青少年健全育成大会
18 日　東濃ひのきと白川の家建築協同組合
　　　　通常総会
20 日　県市町村振興協会評議員会
27 日　白川茶農業協同組合連合会通常総会
30 日　下呂市議会との意見交換会・情報交換会

 ３ 日　東海環状自動車道中東濃地域建設促進
　　　　協議会定期総会
 ４ 日　白川・東白川地域公共交通活性化協議会
 ９ 日　町議会第２回臨時会
　　　　議会議員協議会
　　　　議会広報編集委員会
10 日　可茂地域一部事務組合議会臨時会
11 日　可茂土木事務所行政懇談会
14 日　リニア中央新幹線建設促進岐阜県期成
　　　　同盟会定期総会
　　　　国道４１号美濃加茂・下呂間強靭化
　　　　推進同盟会定期総会

6 

月

6 
月

７ 
月

表紙の写真は、「地域懇談会」です。

表紙は語る

　今回の表紙は、4月に開催した地域懇談会の
一場面です。
　どの会場でも、白川町の未来について語り合
う住民の皆さまの真剣な表情が印象的でした。
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